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（概要） 

福島第一原発（１Ｆ）では、燃料の緊急の冷却のため海水を原子炉と使用済核燃料プールに注入

した。このため、原子力材料にとって通常の水質管理条件を大きく逸脱した厳しい水環境となった

が、海水成分を含みかつ高い放射線に曝された水環境での原子力材料の腐食挙動に関する知見は少

ない。そこで本研究では、海水成分を含みかつ高い放射線に曝された水環境での原子力材料の腐食

挙動（主に腐食速度）を取得する。本取得データを活用することにより、原発内機器の腐食損傷進

展の予測や、被曝を軽減した計画的な機器保全計画の立案が可能になると期待される。 
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１．目的 

本研究は、海水成分を含みかつ高放射線に曝された水環境での原子力材料の腐食挙動（主に腐食

速度）を取得し、本取得データを活用することで原発内機器の腐食損傷進展の予測を可能とするこ

とを目的としている。本研究では、これまで高線量率に着目されて来た腐食速度へのガンマ線照射

の影響の検討例 1-4)に対して、検討例の少ない 100Gy/h 以下の低線量率条件における希釈人工海水

中での炭素鋼の腐食挙動のデータを取得することを目的とした。 

 

２．実施方法 

炭素鋼を加工して作製した試験片（4x1x0.2cm、表面積 10cm2）を人工海水アクアマリンを純水で

200 倍希釈した液 250mL に浸漬し、Co-60 ガンマ線を 0,1,10,100 Gy/h で照射しながら 1,272h 及び

2,256h 浸漬した。1,272h 浸漬試験は再現性を確認するため 2 回実施した。浸漬後、重量を測定し

て浸漬前からの重量減量を求めて腐食速度を算出した。 

 

３．結果及び考察、今後の展開等 

図 1 に 0～100Gy/h の線量率で 1,272h 照射した炭素鋼の腐食速度の線量率による変化を示す。

1Gy/h 以上の照射により、腐食が有意に加速していることがわかった。また 10Gy/h 以上の照射では、

腐食速度はほとんど変化しなかった。 

図 2に 1,272hと 2,256hの浸漬による腐食速度を比較した結果を示す。1Gy/h以上の照射により、

腐食が有意に加速する結果に変わりはなかった。1,272h から 2,256h に浸漬時間が増大したことに

伴う腐食速度の大小関係がばらついているが、その差は小さく、腐食速度の大きな変化はなかった

と考えられる。 

以上から、低線量率の 1Gy/h の照射でも照射なしの場合に比べて腐食速度は有意に増加し、腐食

が加速することが明らかとなった。ガンマ線照射による腐食加速の機構は、水の放射線分解により

過酸化水素が生成し、水環境中の酸化力を高めるためと考えられている 1-4)。 

今後は、水環境中の腐食性に関与するイオンの濃度等について、ラジオリシス解析による予測や

実験による水の化学組成分析等を行って、腐食加速の機構について明らかにする必要がある。 
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図1 炭素鋼の腐食速度の線量率による変化  図 2 長時間浸漬による炭素鋼の腐食速度変化 
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